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 概要・研究の意義
 専門文書からの知識獲得に関する統合的な

ツールおよびシステムの研究開発を進める

 テキスト部分以外の図（グラフ）や表の自動読み
取りによる物性情報抽出法の研究開発を行う

 専門用語、複雑な文、文章構造などの言語解析
の研究を進め、多言語データから専門分野辞書
やオントロジー構築技術に関する研究を行う。
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 研究項目：
 論文構造解析
 論文PDFの構造解析，テキスト，数式，表，図（グラフ）の領域の認識，キャプションと図表の対応などの自動化
 テキスト部の文章としての構造解析，文書検索ツールの開発

 多言語用語辞書・オントロジー構築支援
 専門分野の用語辞書やオントロジー構築のための情報抽出の半自動化．主要な抽出項目については，作業者（アノテー

タ）とのインタラクティブなツールを構築，ドメイン適用可能な用語抽出，関係抽出，イベント系列抽出のツール化

 専門文書の言語解析技術
 並列構造など，専門性の高い文書に現れる複雑な言語表現を解析するための技術

 これまでの代表的な研究成果：
 文書からの関係情報抽出に関する新しい手法を提案し、

共通のデータセットに置いて最高性能を達成

 文書解析技術：複雑な言語表現の解析、とくに、専門分野
の文章に頻出する並列句の解析について最高精度を達成、
複数の語によってまとまった意味を表す複単語表現解析
のための基本リソースと解析手法を提案

 教師無しの多言語間の単語対応において従来法を大きく
上回る方法を提案

 PDFからの図表領域の特定、グラフと表の自動読み取りに
関して、従来法を上回る性能を達成

 材料名称の日英自動翻訳、PDF論文のアノテーションなど
の支援ツールを開発

 今後の予定・目標：
 汎用かつ分野適応可能な知識獲得：専門文書か

らの用語認識、関係認識、物性情報や合成プロセ
ス抽出のための汎用かつ分野適応可能なツール
を構築し、公開する

 ・基盤的言語解析：複雑な文構造の解析の精度向
上を達成し、表面的な言語解析では抽出が難しい
知識の獲得手法を達成する

 ・マルチモーダル文書解析：文書の本文、図表など
のマルチモーダルな解析技術を開発する

 ・潜在的構造に基づく知識獲得：分野オントロジー
や課題のための構造獲得と並行した知識獲得

 共同研究・外部資金など：
 PolyInfo（NIMS）：ポリマー特性情報の獲得

 化合物データベース（富士通連携研究）：日本語版
材料データベースの半自動構築

 胸部画像からの読影レポート生成（富士フイルム）
 JST-CREST「構造理解に基づく大規模文献情報から

の知識発見」
 NEDO材料データ構造化AIツール開発」
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